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１．背景・目的 

 近年，科学的モデルを構築したり使用したり

する「モデリング」が，注目を集めている。こ

のモデリングを理科学習に取り入れることで，

主要な科学的モデルの性質，範囲，限界の理解，

科学におけるモデルの役割の理解，モデルを用

いた科学の方法の習得など，様々な教育的効果

が期待されている（Justi & Gilbert, 2002）。海

外のモデリング研究は急速に増え始めており，

モデリング研究の動向を整理している研究も

みられる（例えば，Oh & Oh, 2011）。一方，日

本のモデリング研究も，海外の研究と比べると

研究の蓄積は十分ではないもの，モデルやモデ

リングに関連する研究が存在する。本研究では，

海外の動向と日本の動向に違いがあるかどう

かを明確にするため，日本のモデリング研究の

動向と課題を導出することを目的とする。 

 

２．方法 

 本研究は文献研究を中心とし，以下に示す手

順で研究を進めた。まず，レビュー対象とする

論文については，日本の理科教育に関する主要

な学術論文誌（例えば，『理科教育学研究』，『科

学教育研究』など）を中心とした。そして，そ

れらの日本の学術論文誌の中から，モデリング

研究を抽出・整理し，日本の理科教育における

モデリング研究の動向を把握した。最後に，海

外の理科教育におけるモデリング研究の動向

と，日本の理科教育におけるモデリング研究の

動向を対比することを通して，日本の理科教育

におけるモデリング研究の今後の課題を導出

した。 

 

３．結果 

 理論研究，調査研究，実践研究という３つの

観点から論文を分類・整理した結果，理論研究

は 1件，調査研究 6件，実践研究 28件となっ

た。そして，これらの研究内容を概観，整理し

たところ，以下のような動向が明らかになった。 

 

１）理論研究や調査研究の数は，実践研究の数

と比べると少ない。 

２）調査研究では，科学的モデルに対する認識，

自然の事物・現象についてのイメージ（モ

デル），モデルを用いた思考と概念形成の

関係に着目した研究が行われている。 

３）実践研究では，モデリング能力の育成に着

目した研究よりも，主にモデリングを通し

た科学概念の形成に着目した研究が行わ

れている。 

 

４．考察 

日本のモデリング研究の全体的な傾向とし

て，モデルやモデリングは，科学概念の形成に

おける有用なツールとしての効果を期待して

研究が進められている。一方で，海外のモデリ

ング研究では，科学におけるモデルの役割の理

解や，モデルを用いた科学の方法の習得といっ

た観点からも研究が進められている（例えば，

Lehrer & Schauble, 2006）。したがって，科学

概念の形成のみならず，日本における理科の学

習内容や学習文脈を踏まえながら，科学におけ

るモデルやモデリングの役割の理解や，モデル

を用いた科学の方法の習得に関連した研究の

蓄積が求められているといえる。 
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